【第１４回茨城県少年剣道選手権大会における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン】

【目的】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全剣連が制定した「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン」、「全剣連対人稽古等ガイドライン」並びに「茨城県剣道道場連盟主催各大会における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」を遵守して、安全な試合の実施に努める。
 【新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判法】

１．新型コロナウイルス感染症が収束するまでは暫定的な試合・審判法を感染状況等踏まえながら、大会毎にガイドラインを定める。
２．選手・関係者の入退場
　　①大会入場者すべての者に対して、「入場者確認票」を受付に提出する。
　　②入場者全員に必ず不織布等マスクを着用させる。
　　③会場に入る際に消毒液により、手指の消毒を行う。
３．大会会場の換気・消毒
　　①ドアは可能な限り開放し、風通しを確保する。確保できない場合空調の強化のほか、換気扇や送風機等の使用により、空気が十分に流れるような対策を実施する。 
　　②選手・関係者は、会場内において、手洗い・うがい・アルコールによる除菌消毒に努める。
４．開会式閉会式の簡略化
　　①開会式（開会セレモニー）での選手については、ソーシャルディスタンスを確保しながらアリーナで行う。
　　②閉会式については、入賞者のみ（優勝・準優勝・3位）の参加とする。
5．試合中の注意
　　①選手は、面マスクあるいは面シールド及び不織布等マスクを持参する。試合時には面マスクあるいは面シールドどちらかを着用し、それ以外は不織布等マスクを使用する。（試合時の面マスクは口と鼻を覆うものとし、面シールドは口元を覆うものとする。形状の指定はしない。）

　　②審判員は、マスクを着用しない。ただし、控え席でのマスク着用は個人の判断とする。
③試合者はつば競り合いを避ける。やむを得ずつば競り合いになった場合は、すぐに分かれるか引き技を出し、掛け声は出さない（引き技時の発声は認める）。審判員は、つば競り合いが解消しない場合は、直ちに「わかれ」を宣告する。「つば競り合いの解消」は、お互いに一旦間合いを完全に切ることとする。
④審判員の試合場への入退場の際は、1メートル以上の間隔を空けて行い、副審は試合開始線の外側を通り定位置まで進む。合議または試合終了後の反省等を行う場合は、1メートル以上の間隔を空ける。また、審判旗は各自持参して使用する。
　　⑤試合者は面マスクや面シールド着用で試合を行っていることから、審判員は、熱中症のリスクを考慮し、選手を観察する。
　　⑥試合中は、声を出しての指示や応援は禁止とし、応援は拍手のみでおこなう。試合終了後の指導等もソーシャルディスタンスを確保して指導する。
6．その他
　　①大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、速やかに大会事務局へ報告をする。各団体においては、参加者全員の名簿を作成し、保存しておく。
　
　
